


南通は江蘇省の東南部にあり、長江に隣接し、黄海に面して、「黄金海岸」と「黄金水路」の優位性を

兼ね備えています。南は上海や蘇州と長江を隔てて向かい合い、西は江蘇省泰州市、北は江蘇省塩城市

と隣り合っています。

 長江と海の交差する位置、「北上海」

【南通概説】



中国国家歴史文化名城

国家衛生都市

全国文明都市

国家環保模範都市

 経済地位と都市発展

国家緑地都市

中国優秀観光都市

中国住みやすい都市入選

「2012中国特色魅力都市」入選

【南通概説】



南通は陸路、鉄路、空路が充実し、国内の多くの都市に通じるため、移動が非常に便利です。南通

新空港は上海国際航空中枢の重要な構成要素として、現在は建設中です。

新型コロナの蔓延前は大阪、名古屋への直行便も開通していました。

 便利な交通

【南通概説】



南通、蘇州、上海を結ぶ滬蘇通長江公鉄大橋の開通後、南通から上海虹橋空港

までは 1時間、蘇州・無錫などの周辺都市へも 1 . 5時間で行けるようになりまし

た。

これは中国独自で設計 ･建設した、世界初の主径間が千メートルを超えた鉄道道

路併用の斜張橋で、「上層は高速道路で、下層は鉄道」を実現しており、沿線市

民の移動に大きな利便性を提供しています。



クイズ

南通はどの河の近くにあるでしょうか？

A.黄河 B.长江 C.珠江 D.嘉陵江



南通には昔から「江の尾、海の端」と言われており、万里の長江が南通で海に合流します。ここでは

揚子江が東へ流れるのが見られるだけでなく、南黄海の地平線を堪能することもできます。

 「江の尾、海の端」

【南通文化観光の特徴は？】——長江あり海あり



五つの青山が長江の畔にあり、南通を取り囲んで守っています。長江の景色に5つの山が

相まって南通の美しい景色を作り出しています。また町の中にある濠河も美しさの象徴です。

 「五山拱衛」

【南通文化観光の特徴は？】——山あり水あり



南通市青墩の新石器時代の遺跡の発掘により、

5000年以上前から人類がここに住み始めたこ

とが証明されました。

南通の東南にある多くの町や村は、陸になっ

てからまだ二、三百年しか経っていません。

ある地域は今も陸地化が進んでいます。

 「長い歴史」

【南通文化観光の特徴は？】——昔あり今あり



南通の北西部は、豪快な江淮文化、東南部は麗しい呉越文化に属し、2種類の文化の「包容

と融合」により、南通では、独特な方言、風俗習慣、名産などの文化現象を形成し、多彩な

文化遺産を残しています。

 「文化の包容」

【南通文化観光の特徴は？】——南あり北あり



長江や海に隣接する優れた地理条件により、南通は昔から中外経済

文化交流の場でありました。唐代の高僧鑑真はここから東へ海を渡

りました。これを記念し黄泥山のふもとに「鑑真渡海記念塔」を建

てました。鑑真の76年の生涯とかけ高さ7.6mです。また日本の円仁

和尚はここに上陸し、唐に入りました。

 「中外の交流」

【南通文化観光の特徴は？】——中あり外あり



南通文化観光資源は？

【享】江海美食 現代生活

【観】美しい景色と歴史博物館

【遊】海に沈む島 名園



狼山（国家4A級景勝地）、馬鞍山、黄泥山、剣山と軍山が長江の畔に立ち並んでいます。

頂上に登ると、長江が東へ流れる雄大な景観を楽しむことができ、山の北からは平原の

田畑と江城の景色が一望できます。

【観】美しい景色と歴史博物館——狼山景勝地

軍山

馬鞍山
狼山

剣山

黄泥山



狼山は中国仏教八小名山のトップに数えられ、仏教では「東方知恵の神様」と称される

大勢至菩薩の道場です。広教寺には、病気を治し、人を救い、水害を治める大聖菩薩も

祭っており、仏教の聖地と言えます。

【観】美しい景色と歴史博物館——狼山景勝地



濠河は今から千年以上の歴史があり、

中国国内で最も良い状態で保存され

ています。

春は、緑の木々や赤い花を見、

夏は、水遊びや魚捕りを楽しみ、

秋は、お酒を飲みながら月を眺め、

冬は、雪を踏んで梅を探す

といった四季折々の魅力があります。

【観】美しい景色と歴史博物館——濠河景勝地



クイズ

南通にある中国仏教八小名山は何という山でしょうか？

A.军山 B. 剑山 C.狼山 D.马鞍山



クイズ

南通市内にあるお堀の名前は？

A.紫琅湖 B.龙游湖 C.里下河 D. 濠河



中国初の公共博物館——南通博物苑は、1905年に中国近代実業家張謇氏によって北京の故宮博物館より20

年早く設立されました。

【観】美しい景色と歴史博物館——南通博物苑



歴史文物や自然標本など50,000点近くの所蔵品が展示されています。博物苑に足を踏み

入れると、まるで古代庭園に足を踏み入れた感覚に襲われます。モダンな建物、青々
と茂る草木、珍しい野鳥、これらを見て、ここがなぜ「館」ではなく、「苑」と称さ
れるかが分かる気がします。

【観】美しい景色と歴史博物館——南通博物苑



張謇は故郷の南通で実業を興し、教育を行い、都市建設を展開し

ました。彼は生涯を通じて20社以上の企業、370校以上の

学校を設立しており、中国近代民族工業の興り、教育事業の発展

に貴重な貢献をしたため、「状元実業家」と称されています。南

通博物苑以外に、中国初の師範学校、紡績学校、芝居学校、刺繍

学校、盲唖学校、気象観測所も設立したため、南通は名実相伴う

「中国近代第一城」となりました。

——近代南通の「世間を驚かせた勃興」

【観】美しい景色と歴史博物館

清末の状元、有名な実業家、教育家

張謇



張謇が作った南通大生貿易工場は1931年、当時最先端であったトヨタの自動織機240台を日本から購入しま
した。これにより生産量が大幅に増加し、1930年代初めの中国紡績業界に多大な影響を与えました。この
機械は80年代まで使用され、南通の紡績業界にも貢献しました。現在この機械は南通紡績博物館に展示さ
れています。
2010年豊田章男氏の父、豊田章一郎氏がこの博物館を訪れとても熱心に当時の機械をご覧になり，歴史的
背景についてもたくさんご質問されました。
章一郎氏は日中両国の経済発展と友好交流に熱心に力を注がれました。



南通は中国近代博物館事業の発祥地でもあり、現在、濠河の周辺に藍染博物館、南通中国医学文化

博物館、沈繍博物館、珠算博物館など12の博物館が立ち並んでいます。博物館文化は南通文化の一つと

言えます。

南通沈刺繍博物館南通藍染博物館

【観】美しい景色と歴史博物館——南通環濠河博物館群

中国珠算博物館



海門で海に沈む島—蛎蚜山を見て、

啓東円陀角で、江蘇省で最初に昇る太陽を拝み、長江、黄海、東海が交流する絶景を堪能、

更に南黄海の浜辺で潮干狩りが楽しめます。

【遊】海に沈む島・名園



【 遊 】 海 に 沈 む 島 ・ 名 園

启東市碧海銀沙観光地は海南のきめ細やかな砂

を持ってきて、青い海に白い砂、ヤシの実が植

えられた人工砂浜です。ここではマリンスポー

ツ・ビーチバレーなどが楽しめる華東地区で最

も美しい浜辺となっています。



水絵園は自然景観、人文景観、歴史文化博物を集大成したもので

中国国家級重点文物保護機関になっています。

明の末、清の初期の才子冒辟疆と董小宛が大恋愛の末結婚し、

ここで幸せな生活を送りました。

【遊】海に沈む島・名園——水絵園



【遊】海に沈む島・名園
南通野生動物園は30平方メートルの広大な敷地の中にサファ

リゾーン・ふれ合いゾーン・遊覧船ゾーンの3つからなり、

300種類2000匹余りの動物がいます。サファリゾーンには主

に大型動物ライオン・トラ、ふれあいゾーンにはパンダ・ア
ジアゾウ・バク・フラミンゴなど珍しい動物、遊覧船ゾーン
ではコウノトリなどの鳥類が見られます。



「海の幸、河の幸」は南通料理の最大の特色です。

【享】江海美食 現代生活



南通料理は独自の食文化を築きました。名シェフにより考案された「天下第一鮮」、「芙蓉

蜇皮」、「蛙式黄魚」、「芙蓉海底松」、「燴竹蟶」、「清炖狼山鶏」、「フグ料理」など

は中国名料理のレシピにリストアップされています。

【享】江海美食 現代生活

蛙式黄鱼 白汁河豚 黄焖狼山鸡



江海平原は、独特の地域文化も育みました。南通は文化遺産が多く物産は非

常に豊富で、これらは先祖代々受け継がれてきました。しかし、今、後継者

がいないという問題も深刻になってきました。

南通藍染

飾り提灯

刺繍

凧

【享】江海美食 現代生活



【享】江海現代生活——南通大劇院&南通美術館

南通文化の新しいランドマークとして、南通大劇情と南通美術館があります。どちらも国際的な建築の大家

であるポール・アンドリュー氏によって設計されました。南通大劇場は現在の国内外劇場の一流建築とされ

ています。同時に南通の人々が豊かな文化生活への期待と夢をも乗せています。

南通美術館の外観は想像力を掻き立てる、まるで魔法の箱のようです。

南通大劇場 南通美術館



クイズ

中国初の公共博物館は？

A.北京故宫博物院 B.中国国家博物馆

C.台北故宫博物院 D.南通博物苑



クイズ

冒辟疆と董小宛が結婚後過ごしたところはどこで

しょうか？

A. 江淮文化园 B.盆景园 C.水绘园 D.忠孝园



長江の北に位置しながら、江南の秀麗さがあり

北京から千里も離れながら、かつて南の通州と呼ばれました。

左窓から波の音を聞くことができ、

右窓から長江の水の流れが聞こえてきます

町の中に座っていると、絵画の世界に飛び込んだかのような風景

これが南通です。

来たら帰りたくなくなり、帰ったらずっと心の中にある町です。



ご清聴、ありがとうございました！

皆様ぜひ南通へお越しください！


